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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月22日(2017.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
薄膜複合（ＴＦＣ）中空繊維であって、
　ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、ポリフェニルスルホン、ポリアクリロニトリル
、ポリイミド、ポリエーテルイミド、ポリアミドイミド、ポリビニリデンフルオライド、
セルローストリアセタート、ポリエーテルケトン、またはポリエーテルエーテルケトンか
ら形成され、かつ厚さ１０～１００００μｍである外側支持層、および
　架橋ポリアミドから形成され、かつ厚さ１～１００００ｎｍの内側薄膜層
を含み、前記内側薄膜層は前記外側支持層に付着しており、前記中空繊維は１．５×１０
６Ｐａ（１５ｂａｒ）を超える膜間差圧抵抗率および０．８Ｌｍ－２ｈ－１１０５Ｐａ－
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１（０．８Ｌｍ－２ｈ－１ｂａｒ－１）を超える純水透過速度を有する、ＴＦＣ中空繊維
。
【請求項２】
前記外側支持層がポリエーテルスルホンから形成されている、請求項１に記載のＴＦＣ中
空繊維。
【請求項３】
前記中空繊維が２．０×１０６Ｐａ（２０ｂａｒ）を超える膜間差圧抵抗率および３．３
Ｌｍ－２ｈ－１１０５Ｐａ－１（３．３Ｌｍ－２ｈ－１ｂａｒ－１）を超える純水透過速
度を有する、請求項１に記載のＴＦＣ中空繊維。
【請求項４】
前記中空繊維が２．０×１０６Ｐａ（２０ｂａｒ）を超える膜間差圧抵抗率および３．３
Ｌｍ－２ｈ－１１０５Ｐａ－１（３．３Ｌｍ－２ｈ－１ｂａｒ－１）を超える純水透過速
度を有する、請求項２に記載のＴＦＣ中空繊維。
【請求項５】
前記中空繊維が０．５Ｌｍ－２ｈ－１未満の塩分透過速度および８Ｗｍ－２を超える電力
密度を有する、請求項２または４に記載のＴＦＣ中空繊維。
【請求項６】
前記中空繊維が２０Ｗｍ－２を超える電力密度を有する、請求項５に記載のＴＦＣ中空繊
維。
【請求項７】
前記外側支持層が５０～１０００μｍの厚さであり、前記内側薄膜層が２０～１０００ｎ
ｍの厚さである、請求項１に記載のＴＦＣ中空繊維。
【請求項８】
前記外側支持層が１００～３００μｍの厚さであり、前記内側薄膜層が５０～５００ｎｍ
の厚さである、請求項４または７に記載のＴＦＣ中空繊維。
【請求項９】
中空繊維構造を調製する方法であって、
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）５～９５ｗｔ％、ポリエチレングリコール（Ｐ
ＥＧ）０～６０ｗｔ％、および水０～６０ｗｔ％を含有する溶媒に、ポリエーテルスルホ
ン、ポリスルホン、ポリフェニルスルホン、ポリアクリロニトリル、ポリイミド、ポリエ
ーテルイミド、ポリアミドイミド、ポリビニリデンフルオライド、セルローストリアセタ
ート、ポリエーテルケトン、またはポリエーテルエーテルケトンであるポリマー５～５０
ｗｔ％を溶解させて紡糸液を得る工程、
　外側オリフィス、中間オリフィス、および内側オリフィスを備える三重オリフィス紡糸
口金を提供する工程、および
　前記紡糸液を、中間オリフィスを通して凝固浴の中へ押し出し、同時に、第１の溶媒お
よび第２の溶媒を、それぞれ外側オリフィスおよび内側オリフィスに通すことにより、ル
ーメンを有する高分子中空繊維支持体を形成する工程
を含み、前記第１の溶媒および前記第２の溶媒は、独立して、ＮＭＰ、水、アルコール、
ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、ジメチルアセトアミド、またはこれらの
組合せである、方法。
【請求項１０】
前記ポリマーがポリエーテルスルホンである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
前記ポリマーが１０～４０ｗｔ％であり、ＮＭＰが２０～９０ｗｔ％であり、ＰＥＧが０
～４０ｗｔ％であり、水が０～４０ｗｔ％である、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
前記ポリマーが１５～３０ｗｔ％であり、ＮＭＰが３０～７０ｗｔ％であり、ＰＥＧが１
０～４０ｗｔ％であり、水が１０～４０ｗｔ％である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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前記第１の溶媒がＮＷＰであり、前記第２の溶媒が水である、請求項１１または１２に記
載の方法。
【請求項１４】
請求項９に記載の方法であって、さらに
　基端、先端、および前記中空繊維支持体のものと同じルーメン直径を有するチューブを
提供する工程、
　前記チューブの先端を前記中空繊維支持体の一方の端部に可逆的に結合させる工程、
　ｍ－フェニレンジアミン（ＭＰＤ）、ｐ－フェニレンジアミン、ｐ－キシリレンジアミ
ン、あるいは分枝またはデンドリマーポリエチレンイミンを含有する溶液である第１のモ
ノマー溶液を、前記チューブの基端から前記中空繊維支持体に送り込んで前記中空繊維支
持体の内表面を前記第１のモノマー溶液で覆う工程、
　前記チューブの基端から前記中空繊維支持体に空気を吹き込み、過剰な第１のモノマー
溶液を除去する工程、および
　トリメソイルクロリド（ＴＭＣ）、ベンゼン－１，３－ジカルボニルクロリドまたはベ
ンゼン－１，４－ジカルボニルクロリドを含有する溶液である第２のモノマー溶液を、前
記チューブの基端から前記中空繊維支持体に送り込んで前記第１のモノマー溶液を覆うこ
とにより、架橋ポリアミド薄膜層を形成する工程
を含むことにより、外側支持層および内側ポリアミド薄膜層を有する薄膜複合中空繊維を
得る方法。
【請求項１５】
前記第１のモノマー溶液が、ＭＰＤを０．１～２０ｗｔ％含有する水溶液およびアルコー
ル溶液の少なくともいずれかであり、前記第２のモノマー溶液が、ＴＭＣを０．０１～１
ｗｔ％含有するヘキサンまたはヘプタン溶液である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記第１のモノマー溶液がＭＰＤを１～３ｗｔ％含有する水溶液であり、前記第２のモノ
マー溶液がＴＭＣを０．０５～０．２ｗｔ％含有するヘキサン溶液である、請求項１５に
記載の方法。
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